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※当レポートは、投資の参考となる情報提供を目的としたもので、投資勧誘を意図するものではありません。 投資の決定はご自身の
判断と責任でなされますようお願い申し上げます。 記載された意見や予測等は、作成時点における 森 好治郎 個人の見解であり、
その正確性、完全性を保証するものではなく、今後予告なく変更されることもありますのでご留意ください。
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不安心理が市場を支配、イースター前のポジション調整促す 
 
昨日の欧米市場では、英金融機関が問題を

抱えているとの噂や、米投資会社が損失に直面

しているとの懸念が広がり、前日から一転してリ

スク資産を縮小する“手仕舞い相場”となった。 
世界の主要株価指数は日本株やアジア株を

除いて全面安、国際商品市場では NY 原油が
大幅反落で昨年 8月以来最大の下げ、NY金は
過去最大の下げ幅を記録している。 
“手仕舞い相場”は、ファンダメンタルズに関係

なく流動性の低い市場から始まるのが基本であ

り、商品市場ではNY金が前日比▲5.9％、株式
市場ではブラジル・ボベスパ指数が前日比▲

5.01％の大幅安となっている。  
為替市場では米ドルが全面的に買い戻され、

続いてファンディング通貨の日本円とスイスフラ

ンが反発、豪ドルなどのコモディティー通貨（＝

高金利・資源国通貨）が全面安となっている。 
こうした手仕舞い相場は、当面の重要イベント

と位置付けられたFOMC終了に伴う材料出尽く
し感と、流動性が急速に落ち込むイースター休

暇前というカレンダー要因によるものと推測さ

れ、明日まで継続する可能性には留意したい。 
足元では、各マーケットのボラティリティーが

高まっているため値動きが増幅されやすく、特に

ドル／円は出来高実績で抵抗の少ない“真空地

帯”に位置するため乱高下のリスクは念頭に置

いておきたい。 
さらに、現在進行中の“手仕舞い相場”が日本

円を除く主要通貨の対ドルでの“スピード調整”

を促す場合には、クロスベースでの円高圧力を

強めることになるため注意したい。 
ユーロ／ドルは、2 月 26 日から 3 月 17日ま
での 15営業日のうち 13日間も最高値を更新し
てきた。 この間の 13 日-RSI は 15 日連続で
90％台に張り付き、経験則通り「80％超は買い」
の強気相場となってきた。 しかし、3 月 18 日に
は 78％へ急低下し、記録は途切れている。  

03/19終値 03/18⇒騰落率
　（伯）ボベスパ 58,827.36 -5.01 -7.92 2
　（加）トロント300 12,709.38 -3.25 -8.12 3
　（米）NASDAQ100 2,209.96 -2.57 -16.68 8
　（米）S&P 500 1,298.42 -2.43 -11.57 5
　（米）NYダウ30 12,099.66 -2.36 -8.78 4
　（墨）ボルサ 29,071.34 -1.51 -1.58 1
　（英）FT100 5,545.60 -1.07 -14.11 6
　（仏）CAC 40 4,555.95 -0.58 -18.85 9
　（独）DAX 6,361.22 -0.50 -21.15 11
　（中）ハンセン 21,866.94 2.26 -21.38 12
　（日）日経225 12,260.44 2.48 -19.91 10
  （豪）ASX200 5,289.10 3.99 -16.57 7

年初来騰落率
★世界の主要株価指数の動向（終値ベース）
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